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ゆたかな心 確かな学力
○子どもの教育を担う学校として保護者
や地域の厚い信頼を得ることは重要であ
り、「信頼される魅力ある学校づくり」に重
点目標を置くことは、大変大切である。
○常に情報を発信しつつ学校・保護者・
地域がオープンな関係を保ちながら子ど
もの教育に関わることが地域密着型の
直川にふさわしいと言える。

開かれた学校

　　　　　人間として生きるよろこびを感じ、たくましく、ゆたかに、未来をひらく子どもを育成する。

平成２６年度　学校関係者評価書
学校名 　　　　　　　　和歌山市立直川小学校

教育目標

作成日 平成27年2月13日

学校の自己評価についてのご意見

○「学校便り」の発行は、学校の取組を
知ってもらう上で効果的である。
○保護者が学校・学校行事等に集まる
機会が多い。学校にも足が運びやすい。
○老人会・婦人会・民生児童委員瑠地域
安全推進委員会等の組織力と実践力は
卓越しており、交流を深めることで多くの
ことを学ぶことができる。
○互育会が同窓会的になっている。

○明るく元気に学校生活を送る上で、
「心の教育の充実を図る」ことは今日的
課題であり、適切な重点目標である。
○子ども一人ひとりにとって、安心で自己
肯定感がもてる学級づくりは重要であり、
個々の感性・人権意識・コミュニケーショ
ンの力を培うことに結びつくと考えられる
ので今後もこの取組を継続していただき
たい。

○「基礎・基本の力の充実」は確かな学
力・生きる力を身につけていく上で重点
目標にふさわしいと考える。
○「ことばの力」の向上を大切に考えるこ
とはコミュニケーション力不足の児童実
態に即した、必要な目標と言える。
○全国学力の分析結果を基にその課題
解決に向けて、具体的な取組に努力され
たい。

○一日の始まりである「朝のあいさ
つ」の励行・定着は意義があり評価
できる。
○道徳の時間や人権教育を中心に
し、全教育活動の中で「心を育てる」
取組を今後も継続してお願いした
い。
○季節を感じる体験活動や稲作など
力を入れてくれている。

○人前で自分の意見を発表する機会が
大切にされている。今後も日常的に継続
してほしい。
○読書習慣の定着に向け、機会や刺激
を与える取組は大切であり評価したい。
○学習目標達成のため各教職員が教
材・教具や学習形態等を工夫し、クラス
の実態に即した個を生かす授業展開も
評価したい。

○学校グランドの拡張工事が実現したことに感謝したい。
○学校訪問を通して、校長先生のリーダーシップの下、教職員の熱心な取組、それに応えようとする子ども
たちの姿が見受けられ、良好な人間関係を感じ取ることができた。
○地域・保護者・学校が相互に良好な信頼関係・協力関係ができているようである。
○直川ならではの地域の人材や環境を活用しながら、直川っ子に身につけさせたい力や保護者との連携
や協力関係構築のために、次年度もより一層の努力もお願いしたい。

その他のご意見

○「開かれた学校づくり」に関しては、
種々の取組を通して着実にその成果が
現れている。
○各種団体が学校をいろいろな場面で
バックアップしているのがよい面であると
思われる。学校にとっても心強い存在で
ある。
○地域の方と保護者の協力関係が良好
であり、子どもに対する声かけや情報交
換が円滑に行われている。

○「おはよう」のあいさつから始ま
る学校生活の一日の中で、あい
さつとは、豊かなコミュニケーショ
ンを根幹をなすものであり、今後
も重視して頂きたい。
○ていねいな「清掃」は、子ども
たちの心を育む大切な機会でも
あるので大事にしたい。

○思考力・判断力・資料活用能力やコ
ミュニケーション能力を高めるために向
けた地道な積み重ねに期待したい。
○学習形態等の授業工夫により児童の
自主性が向上しつつあるように思われ
る。
○家庭学習の充実には、家庭の理解・協
力が必要であり、学校からの啓発をお願
いしたい。

○保護者を対象とした「子育て」
等の興味関心ある教育問題につ
いて保護者が共に考えていくよう
な場・活動を考え、地域との関わ
りや保護者同士の結びつきを深
められればと考える。

○「あいさつ運動」は子どもたちのコミュ
ニケーション能力を育む上でも大切であ
る旨、地域の方々にもその趣旨を理解し
て頂き、声かけ等に協力をお願いしては
どうか。
○家族の一員・クラスの一員としての存
在感や自尊感情がもてるような取組を今
後も大切に考えて頂きたい。

○本年度効果的であったと思わ
れる取組等に関しては、さらなる
継続と改善・向上を望みたい。


